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なぜ、小児は新型コロナウイルスで重症化しにくいか。 

成人とは異なる免疫学的反応を発見。 

 

 

 

 

 

 

概要 

 

石川県立大学 生物資源工学研究所の森正之准教授と香港大学医学部パスツール研

究所らのグループは、小児が新型コロナウイルス(SARS-CoV-2)に感染した場合に、

アクセサリータンパク質（ORF3d および ORF8）に対して、成人とは異なる小児特

有の免疫反応がおこることを発見しました。本研究成果は、「Nature 

Communications」に公開されました。 

 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）は、基礎疾患や肥満の罹患者が重篤化し

やすく、医療崩壊を招き全世界で大問題を引き起こしました。一方、小児は成人と

比較して重症化しにくいことがわかっています。新型コロナウイルスが持つアクセ

サリータンパク質（ORF3d および ORF8）は、近縁ウイルスが有しない、特徴的な

タンパク質です。これまでの解析により、ORF3d は感染細胞においてインターフェ

ロンの働きを抑制すること、ORF8 は、免疫機能に重要な役割を持つ MHC クラス I

の働きを抑え、細胞障害性 T 細胞免疫の機能を抑制することが報告されています。

また、ORF8 遺伝子領域が欠失したウイルス株は、重症化しにくいことが報告されて

います。 

本研究では、新型コロナウイルスに感染した小児と成人におけるアクセサリータ

ンパク質に対する免疫反応を詳細に比較しました。その結果、小児では、成人と比

較して ORF3d および ORF8 に対し、多くの抗体を生産する強い免疫反応を示すこと

が認められました。その結果、小児において重症化が起こりにくくなると考えられ

ました。今後、香港大学が特許を持つ ORF3d および ORF8 を標的にした診断法

（ IDF (US 63/016,898)）のさらなる展開や治療薬の開発が期待されます。 

森准教授は、本研究に、必須の試料である ORF8 タンパク質の大量生産技術で貢

献しました。森准教授は、世界に先駆けて独自の植物培養細胞を用いたシステム

（US Patents 8,507,220 and 8,586,826）を開発し、均一な ORF8 タンパク質の大

量生産に成功しました（参考論文、https://www.ishikawa-

pu.ac.jp/staff/achievement/1906/）。 

 

 

 

プレスリリース 

新型コロナウイルスに特徴的なタンパク質（ORF3dおよび ORF8）は重症化に

関与することが示唆されています。感染した小児は成人と比較して ORF3dおよ

び ORF8に対する抗体を多く産生することが明らかになり、重症化しにくいこと

との関係が推測されました。 
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図 COVID-19 に感染症した小児におけるORF8 IgG抗体の解析 

(a)SARS-CoV-2タンパク質に対する抗体反応。(b) ORF8タンパク質に対する抗体生

産。ORF8タンパク質に対して、小児は、成人に比べて有意に反応している。解析に

は石川県立大学で生産された植物細胞由来のORF8タンパク質が用いられた。 
 
 



 

図 新型コロナウィルスに特異的なタンパク質に対する、小児と成人の免疫反応の 

違い（概念図） 

 
 

用語説明 

 

アクセサリータンパク質：ウイルスは，ウイルス粒子の構造タンパク質，複製のため

に必要なタンパク質のほかに、アクセサリータンパク質と呼ばれるタンパク質を持つ。

アクセサリータンパク質は、ウイルスの増殖には必須ではないが、宿主の抗ウイルス

防衛反応に対抗しウイルスの増殖を助ける働きがあると考えられている。 

 

細胞傷害性 T細胞：リンパ球 T細胞の一種。異物となる異常細胞（ウイルス感染細胞、

がん細胞など）を認識し、それらを攻撃して破壊する細胞。  

 

MHCクラス Iタンパク質：免疫応答に関わるタンパク質。細胞内のタンパク質に由来

するペプチド断片を細胞表面に輸送し、細胞障害性 T細胞に提示するタンパク質。 
 


